
国際事業戦略 
グローバル経営の推進 

2019年11月14日 

常務取締役 国際事業部長 

若槻 一男 



586  

659  
704  

0

200

400

600

800

2017年度 2018年度 2019年度 

売上高 

国際事業部 売上実績（上期連結） 
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107％ 

売上高  単位：億円 営業利益  単位：億円 

112％ 
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国際事業部 地域別売上推移（上期） 

2017 2018 2019

【ｲﾝﾄﾞ】 
(単位：1億ルピー) 

11 
14 16 

114% 
127% 

2017 2018 2019

(単位：百万AED) 

【中東】 

31 33 30 

106% 
103% 

2017 2018 2019

【ｱﾌﾘｶ】 
(単位：億円) 

18 22 
29 

132% 122% 

【2019年連結売上予想】 

2017 2018 2019

【北米】 
(単位：百万ドル) 

43 
55 

59 
107% 

128% 

2017 2018 2019

【中南米】 
(単位：百万ドル) 

126 

145 

164 113% 

115% 

2017 2018 2019

【欧州】 
(単位：百万ユーロ) 

95 

105 

116 
110% 

111% 

2017 2018 2019

【ｱｼﾞｱﾊﾟｼﾌｨｯｸ】 
(単位：億円) 

69 
61 61 

100% 113% 

2017 2018 2019

(単位：百万元) 
106% 

【中国】 

362 

426 451 
118% 

2017 2018 2019

【連結合計】 
(単位：億円) 

586 

659 

704 
107% 

112% 

中国 
10% 

ｱｼﾞｱﾊﾟｼﾌｨｯｸ 
10% 

ｲﾝﾄﾞ 
4% 

中南米 
26% 

欧州 
20% OEM 

15% 

北米 
9% 

アジア新興国 
24% ｱﾌﾘｶ 

4% 

中東 
1% 



商品構成（売上高 2019年度上期実績）                    

3 

ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞ 

31% 

機械 

7% 

血液回路 

8% 

AVF&ST.AVF 

7% 
透析液 

2% 

透析その他 

8% 

PSV&ST.PSV 

8% 

採血針 

3% 

採血管 

1% 

シリンジ 

5% 

注射針 

2% 

IVキャス 

2% PSV&ST.PSV 

1% 

カヌラ 

0.5% 

輸液セット 

0.6% 

輸液・注射その他 

2% 

インスリン針 

5% 血糖測定関連 

2% 

透析関連 

63% 

ラボ関連 

12% 

輸液・注射関連 

13% 

糖尿関連 

7% 

人工肺関連 

1% その他 

5% 



今後の方向性 
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 透析トレーニングセンターの拡充 
• １ヵ国１施設の設置 

 透析自社センター事業拡大 
• 現在：患者数 約900人 
• 5年以内：患者数 10,000人へ（中南米、インド、アジア、アフリカ） 

生産 
(川上) 
地産地消 

販売 
(川中) 

直販体制強化 
研修センター強化 

使用 
(川下) 

欧米ー大手透析プロバイダー 
＋ 

自社センター：新興国中心 
中南米・アジア・インド・アフリカ 

5年以内に患者1万人 
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CIDペルー 



Nipro Excellent Renal Care 6 



NEW 

NEW 

iCEP & 7 Dialysis Centers China 

As of 1st Nov, 2019 

Nipro JMI 

Dialysis Center Ltd. 

Mini iMEP Brazil Mini iMEP Uruguay 

Mini iMEP Mexico 

Dialysis Clinic Guatemala 
(3 Dialysis Centers)  

Mini iMEP Colombia 

Dialysis Clinic Ecuador 
(4 Dialysis Centers)  

iMEP Europe 

Mini iMEP Malaysia 

 19ヶ国に33の透析トレーニング施設 
(自社透析ｾﾝﾀｰ8カ所、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ25カ所) 

Mediheal Nipro  
Dialysis Center 
Kenya 

Mini iMEP Guatemala 

NERC Dialysis 
Clinic Thailand 

Dialysis Clinic Peru 

Mini iMEP Dubai 

Mini iMEP Pakistan 

Training Center India 

Mini iMEP America 

Mini iMEP Peru 
Mini iMEP Nigeria 
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山東省青島 

安徽省界首 

山東省煙台 

四川省西昌 
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54ヶ国に 132の販売拠点 

（社員約2,200名）  

Regional 
Headquarter Local Office 

NEW 

*Offices controlled only by Global Business Division As of 30th Sep, 2019 

Nipro Medical Corporation Produtos Medicos LTDA.  
Salvador Representative Office (2019) 

NEW 

NEW 

Nipro Medical Corporation Produtos Medicos LTDA.  
Belem Representative Office (2019) 

NEW 

NEW 

Nipro Medical Corporation Produtos Medicos LTDA.  
Rio de Janeiro Representative Office (2019) 

Nipro Medical Corporation Produtos Medicos LTDA.  
Brasilia Representative Office (2019) 

NEW 

Nipro Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
Kunming Office (2019) 

NEW 

NEW 

NEW 
NEW 

Nipro Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
Chengdu Rep. Office (2019) 

Nipro Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
Chifeng Rep. Office (2019) 

Nipro Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
Anqing Rep. Office (2019) 

Nipro Trading (Shanghai) Co., Ltd. 
Jiujiang Rep. Office (2019) 
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バングラデシュ 現地法人設立 

会社名称： Nipro JMI Marketing Ltd.（JMIとの合弁） 

事業内容： バングラデシュ国内でのJMI商品、ニプロ商品の営業販売 

従業員数： 125名 

営業拠点： ダッカ本社＋8営業拠点 
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＜会社設立の目的＞ 
 高成長が見込まれる市場での販売ネットワーク確立 
 ニプロブランド力＋JMI販売力により断トツNo.1シェア 
 商品ポートフォリオの拡充 

JMI Groupとは、1999年設
立のバングラデシュの大手複合
企業。 
シリンジの同国販売シェアNo.1 



重要市場の状況 

【最重要市場】 
 

  １．北米 
  ２．中国 
  ３．インド 
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北米市場トレンド 

＜米国＞ 
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大手透析治療プロバイダ2社による市場寡占は不変。 

治療の効率化による利益体質を重視。 

技術革新を、強く注視する動きが出て来ている。 

在宅透析、腎移植の保険償還の優遇措置を検討中。 



 

 徐々に在宅透析へ向かう動きはあるものの、急激に大きく向かうことはな
いと思われる 

 在宅透析でも、ダイアライザ等の消耗品が必要なのは変わらない 

 一方で、在宅透析市場への参入準備も行い、どちらの市場でも販売でき
るように対応 

北米市場トレンド 

２０１９年７月、米政権が在宅透析促進を計画との報道 

＜米国在宅透析市場の現状＞ 
 現在、在宅透析自体の市場はごく限られている 
 在宅透析を浸透させるためのインフラ投資に多大なるコストがかかる 
 必要法案の通過にもかなりの時間がかかると予想 
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北米向け透析装置 Surdial DX  
2019年7月米国FDA販売承認取得 

米国の透析装置市場に参入すること
で、ダイアライザ等消耗品の販売拡大
を 図る。 

北米透析装置 Surdial DX 販売承認取得 
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米国透析トレーニングセンター 



中国市場トレンド 

 「民営化」の方針には変化なし、しかし。。。 

開設と医療保険適用のハードルは依然高く 

大資本による買収・チェーン化は鎮静化 

公立病院透析室の増床が復活の兆し 

 

民営・公立に関わらず治療コスト削減の動き 

二票制は制度が過度に複雑化し停滞傾向 

 「数量保証あり」の入札が一部で始まる 

各地入札価格のネット情報共有による値下がり 

 

 17 



インド市場トレンド 

 

医療市場は継続して拡大 

   政府による保険制度も徐々に拡大 

 

海外資本による私立病院買収 

 

 私立病院における透析治療のアウトソーシングの
拡大 
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NIPRO RENAL CARE Pte. Ltd 
Excellence in Dialysis  

Treatment & Training center 
設立 

【設立目的】 
①長期的視点に立ち、ニプロ透析技術者を養成 
②腎臓医、病院とパートナーを組み、透析センターの開設・運営 
 
テランガーナ州、パンジャーブ州、西ベンガル州、マハーラーシュトラ州に
て透析センター開設準備中 
 

透析プロバイダー・トレーニングセンター事業参入 



 2支店 新規開設（16支店→18支店体制へ）  
 

①ジャンムー・カシミール州支店          ②アンドラプラデーシュ州支店 

インド最北の州 
人口約1400万人 
シュリナガル市に支店開設 

インド南東部の州 
人口約4900万人 
ビジェイワダ市に支店開設 

インドの隅々までニプロ商品を届ける 
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ご清聴ありがとうございました 
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